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データベー ス構築促進及 び技術開発に関す る報告書

災害情報 シソー ラスの構築

平成2年3月

財団法人 データベース振興セ ンター

委 託 先 ㈱ 防 災 都 市 計 画 研 究 所
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序

デ ー タベ ー ス は、 わ が国 の情 報 化 の 進展 上、 重 要 な役 割 を 果 た す もの と期待 され て い る。

今後 、デ ータ ベ ース の 普及 に よ り、 わ が国 におい て健 全 な 高 度 情 報 化社 会 の 形成 が 期 待 さ

れ る。 さ らに海 外 に対 して 提供 可 能 なデ ー タベ ー スの整 備 は、 国 際 的 な情 報 化へ の 貢 献 お

よ び 自由 な情 報 流 通 の 確保 の観 点 か らも必 要 で あ る。 しか しなが ら、現 在 わ が国 で 流 通 し

て い るデ ー タベ ー スの 中 で わ が国 独 自の もの は1/4に す ぎ な いの が 現状 で あ り、 わが 国

デ ータ ベ ース サ ー ビ ス ひい て はバ ラ ンス あ る情 報 産 業 の健 全 な発 展 を 図 るた め に は、 わ が

国 独 自の デ ー タベ ー ス の 構 築 お よ び デ ー タベ ー ス関 連 技 術 の 研 究 開 発 を強 力 に 促 進 し、

デ ー タベ ー スの拡 充 を図 る必 要 が あ る。

この よ うな要 請 に応 え るた め 、(財)デ ー タベ ー ス振 興 セ ンタ ーで は 日本 自転 車 振興 会

か ら機 械 工業 振 興 資金 の交 付 を 受 けて、 デ ー タベ ー スの 構築 お よ び技 術 開 発 につ い て民 間

企業 、 団 体等 に対 して委 託 事 業 を 実 施 して い る。 委託 事 業 の 内 容 は、 社 会 的、 経 済 的 、国

際的 に重 要 で、 ま た 地 域 お よ び産 業 の発 展 の促 進 に寄 与す る と考 られ てい るデ ー タベ ース

の構 築 とデ ー タベ ース 作成 の 効 率 化 、 流通 の促 進 、利 用 の 円 滑 化 ・容易 化 な どに関 係 した

ソ フ トウ ェア技 術 ・ハ ー ドウ ェア技 術 で あ る。

本 事業 の 推進 に 当 って 、 当 財団 に学 識 経験 者の 方 々 で構 成 され るデ ー タ ベ ース構 築 ・技

術 開 発 促進 委員 会(委 員 長 東京 工 科 大 学教 授 西 野 博二 氏)を 設 置 して い る。

この 「災 害 情報 シソ ー ラス の構 築 」 は平成 元年 度 の デ ー タ ベ ー スの 構 築促 進 お よ び 技術

開 発 促 進事 業 と して、 当財 団 が(株)防 災都 市 計画 研 究所 に対 して委 託 実 施 した 課 題 の一

つ で あ る。 この成 果 が、 デ ー タベ ース に興 味を お持 ちの 方 や諸 分野 の皆 様 方 のお 役 に立 て

ば幸 い で あ る。

なお 、 平成 元年 度 デ ー タ ベ ース の構 築 促 進お よ び技 術 開 発促 進 事業 で 実 施 した 課 題 は 次

表 の とお りで あ る。

平成2年3月

財 団法 人 デ ー タベ ース振 興 セ ンタ ー



平成元年度データベース構築 ・技術開発促進委託課題

分 野 課 題 名

1気 候情 報デ ータベ ースの構築

2電 磁 波環境障害に関す るデータベ ースの構 築

3災 害 情報 シソーラスの構築

4意 味情報を中核 と した医療評価デ ータベ ース とコ ミュニケー ションシステ

社 会 ムの構築

5ハ ン デ ィキ ャ ップ パ ー ソ ンの情 報 ニ ー ズ に即 した ライ フサ ポー トデ ー タベ

一スの構築

6博 物 館情報デ ータベ ース システ ムの構築

7中 央省庁での電子計算機利用に関する報告書のデータベース化

8沖 縄地域 にお ける文化情報デ ータベースの構築

地 域 活 性 化 9九 州地域の人材情報データベース構築に関する調査研究

10高 岡市 商圏デ ータベースの構築

中 小 企 業 振 興 11地 域の物産 ・人材 ・文化情報のデータベース構築 と新 しい地域間交流推進

に関する調査研究

地 図 12マ ルチ メデ ィア型地図データベ ース構築のための調査研究

エ ネ ルギ ー ・資源 13燃 焼技術 と燃焼装置設計のデ ータベース作成

14技 術支援 システムにおける産業機械部品デ ータベースの構築

部 品 ・ 材 料

15マ イ ク ロ コ ン ピュ ー タの プ ログ ラマ ブル 周 辺 デ バ イス の デ ー タ ベ ース構 築

16イ オ ンク ロマ トグ ラフ ィー ・デ ー タ ベ ー スの 構 築

標 準 化

17CD-ROMマ ル チ メデ ィアデ ー タ フ ォー マ ッ トの調 査

海 外 18デ ー タベ ース構築のための ター ミノロジーの調 査研究

19異 種デ ータか ら構成 され るデ ータベ ースの総合的処理 技術 に関す る調査研

技 術 究
20バ イナ リモデ ルに基づ く先端的文書検索 システムの開発



目 次

1.調 査 の 目的

2.デ ー タ ベ ー ス の 概 要

2.1

2.2カ ル テ の 様 式

対象 とする事故 ・災害の分野

2.3キ ー ワー ド検 索 シス テ ム概要

3.キ ー ワ ー ド シ ソ ー ラ ス の 考 え 方

3.1災 害情 報 デ ー タベ ー ス の特徴

3.2 統制 キー ワー ドと フ リー キー ワー ド

4.統 制 キ ー ワ ー ド

4.!

4.2

4.3シ ソ ー ラ ス 例

統制 キー ワー ドの シ ソー ラス

シ ソー ラスの全体構成

5.フ リ ー キ ー ワ ー ド

5.]

5.2自 動 」萌出t列

自動抽出用辞書の考え方

6.成 果 と今 後 の 課 題

6.ユ 成果

6.2今 後 の 課題

1

(
,乙

2

(5

イ4

∩
0

9

ワ
】
1

4

4

8

∩
O

ユ

ー

ー

ウ
ン

O
O

Q
O

ウ
】

∩
∠

2

3

Q
Q

∩δ

9

つ
U

3

3





.調 査 の 目的

災害情報デ ータベース は、 日々発生 している事故 ・災害のデータを総合的 にス トック し
、

複雑化 ・多様化す る現代社会 における事故 ・災害 の防止お よび安全 な技術開発の ため に活

用す ることを目的 としたデータベースである。昭和57年 以来、 さまざまな分野 の安全 ・

防災の専門家 が集 まって、構築 を進めて きた。現在では、事故 ・災害事例数 に して4万 件

以上が登録 され、平成2年 度 にはオ ンライ ンによる公開 を控えている
。

このデ ータベース公開 に向 けて、昨年 は、検索 システムの検討 および既往の重要災害事

例の登録 を実施 した。 その結 果、今後に残 された重要な課題 と して、キーワー ド体系 の構

築が取 り上げ られ る こととな った。

これ まで、当デ ータベースの構築 にあた って は、それぞれの事故 ・災害事例 につ いて、

その特徴 や内容 を表現す る単語を任意に抽出 してキーワー ドとして付与す る方法を取
って

きた。 しか し、一般 への公開 に当たっては、ユーザ ーにとって重要 な検索手段 とな るキー

ワー ドの体系 を確立 し、検 索ニーズに十分応 え られ るような シソーラス を構成 す る必要が

ある。

本調査 は、 こう した観点か ら、災害情報の効 率的 な検索 に供す るキーワー ドシソーラス

の構築 を行 うものである。

一1一



2.デ ー タ ベ ー ス の 概 要

2.1対 象 とす る事故 ・災害の分野

当データベースでは、表2-1に 示す ように、 さまざまな分野 ・領域の事故 ・災害を網羅

的に対象 と している。 これ らは、災害分類 としてキー ワー ドとは別途 に登録 され、検 索の

インデ ックス として も利用 され る。

表2-1対 象 とす る災害

].風 水 害

2.気 象 災 害

3.雪 害

4.水 害

5.雷

6.土笹目2iノ変 重力

7.地 震

8.ノ 〈lh]暴IE

9.火 災

]0.爆 発

11.漏 洩

]2.rlia£

]3.∫荊}」まξ・石皮」裏

14.故 障

]5.交 通 災 害

16.そ の 他 災 害

17.公 害

18.HulllallEr|・{}1・

19.人 身 災 害

20.そ の 他

1.洪 水2.強 風3.豪 雨4.高 潮5.台 風6.前 線7.低 気 圧

8.龍 巻9.高 波10.浸 水11.湛 水

].長 雨2.干 ば つ3.異 常 乾 燥4.濃 霧5.冷 害6.寒 波

7.熱 波

].豪 雪2.雪 崩3.吹 雪

1.凍 結

].落 雷2.電

1.ll」崩 れ2.崖 崩 れ3.土 石 流4.地 滑 り5.陥 没6.隆 起

7。落 石8.落 盤

1.前 震2.余 震3.群 発 地 震4.断 層5.液 状 化 現 身《6.津 波

7.そ の 他

].火 砕 流2.熔 岩 流3.火 山 泥 流4.火 山 弾5.ノV山 灰

6.P貰 気7.i毎1底 ノ〈1」」

1.大 火2.放 火

Lガ ス2.蒸 気3.粉 塵4.破 裂5.爆 破

1.ガ ス2.流 出3.流 失4.放 出

1.ガ ス2.酸 欠3.食 中 売i4.Alchohol5.被 曝

].崩 土裏2.磁 場‖3.車 云菅り4.ヲ{ミ 来 ・享客　下

].停 電2.シ ス ア ム

1.自 動 車2.鉄 道3.船 舶4.航 空 機5.二 輪 車

1.群 衆 災 害2.動 物 災 害3.医 療 災 害4.飢 饅5.疫 病

1.iヲテ染2.‡tセ 自室言1=一下

1.ゾ〈f募2.薬 ∫易3.!感 電4.t」 」岳 」豊莫丘5.お{ま"216.f笏 害

1.犯 罪2.戦 争
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2.2カ ルテの様式

個 々 の事 故 ・災 害 事 例 は、1件 ご と に定 め られ た フ ォー マ ッ トで整 理 され る。 この フ

ォーマ ッ トは、 カ ル テ と呼 ば れ て い る。

表2-2カ ルテ表示例

【 事 例No.15436】

[日 時]開 始1986年11月1日(土)早 朝

経過 年 月 日

終了 年 月 日

[場 所]1,EuropeSwiss

[死 傷 者]死 者 行方不明 小 計 重 傷 軽 傷 小 計 死傷者計

0人0人0人0人0人0人0人

[分 類]1.Fire

2.RublicNuisance汚 染

[産 業 分 類]1.製 造 化 学

[記 事]Swiss.Basel郊 外 化 学 肥 料 工場 倉 庫 の染 料 か ら出火 炎 上.有 害 物 質 が消

火用 水 等 とと も に ライ ン川 に流入,広 域 汚 染.

[抄 録]倉 庫 に

[特 記事項]こ の事故を契機 と して

[キ ー ワ ー ド]1.化 学2.肥 料3.工 場4.倉 庫5.ラ イ ン川6.水 銀7.避 難

8。水 道9.染 料

[No.][光 デ ィ ス ク 番 号][頁][著 者:表 題:詩 名:巻 号 頁:コ メ ン ト][扱 い]

1199144.1989-04-一 一〇291013西 川 光 一:化 学 工 場 の 事 故 対 策 に 関 す る 国 際 動¥500

向 に つ い て:保 安 月 報:No.291P.2-4:

376152.1989-01-11-01201KS日 経 産 業 新 聞(朝)染 料 欧 米 勢,公 害 公 開

対策 に悩 む

74102.1987-10-19-02031M毎 日 新 聞(夕)ス イスで も緑 の 党 躍 進 公 開

66082.1987-06-06-01091A朝 日 新 聞 ライン川 汚 染 は 染 料 失 火 が 原 因 公 開

35065.1986-11-17-00021LLLOY'SLIST公 開

…

…

41065.1986-11-15-00011EInternationalHeraldTribune公 開

42065.1986-11-11-00021EFinancialTimes公 開

46065.1986-11-一 一〇〇〇〇1120FrankfurterAllgemeine非 公 開

6AO1.1986-11-一 一〇〇〇〇〇1120△ ○ 夫:災 害 事 例 集:○ ○ 出 版:P.151-271:公 開
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2.3キ ー ワ ー ド検 索 シ ステム 概 要

当デ ー タ ベ ース の検 索 シス テム で は、 前 述 の カ ル テ ・フ ォ ーマ ッ トに設 け られ た各検 索

フ ィー ル ドの うち 、 キ ー ワー ド ・フ ィー ル ド(フ ィール ド名:KEY)及 び記 事 フ ィー ル

ド(フ ィール ド名:AD)に っい て キ ー ワ ー ド検 索 が可 能 と な って い る。 ま た、 将 来 的 に

は 、文献 著 者 名 や文 献 表 題 な どの フ ィー ル ドに っ いて もキ ー ワー ド検 索 を可 能 とす る予定

で あ る。

キ ー ワー ドに関 す る検 索 には、 以 下 の よ うな機 能 が あ る。

(1)完 全一致検索

完全一致型検索 は、SEARCHコ マ ン ドお よびXSコ マ ン ドを用 い、検索 の対象 とす

るフィール ドとキーワー ドを指定 して行 う。

SEARCHコ マ ン ドでは、複数 の条件を指 定 した場合 にも、検索結果のみの集合 セ ッ

ト(Snn:nnは 番 号)が 作成 され る。 一方 、XSコ マ ン ドで複数 の条 件 を指 定 す る と、

それぞれの条件毎の集合セットおよびそれらを組み合わせた検索結果の集合セットの両方

が作成 され る。

〔コマ ン ド例 〕下線部分 を入 力す る。

>SEARCH自 転車/KEY

Sl:500自 転車/KEY

*キ ー ワー ド ・フ ィー ル ドに 『自転 車 』 と い う単 語 が 登

録 されて いる事例500件 が検索 された ことを示す

〔コマ ン ド例 〕

>SEARCH(自 転車*バ イク)/KEY

S2:100(自 転 車*バ イ ク)/KEY

>XS(自 転車*バ イ ク)/KEY

S3:500自 転車/KEY

S4:700バ イ ク/KEY
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S5:100(自 転 車*バ イ ク)/KEY

*こ の2例 で は、 キ ー ワー ド ・フ ィー ル ドに 『自転 車 』

と 『バ イ ク』 の 両方 の 単語 が 登録 され て い る事 例100

件 が検 索 され て い る。 この うちXSコ マ ン ドで は、 最

終 結 果 以 外 に 『自転車 』 『バ イ ク 』 それ ぞ れ の検索 集

合 セ ッ トも作成 され て い る。

(2)ト ラ ンケ ー シ ョン検 索

トラ ンケ ー シ ョン検 索 機 能 と して は、 前 方一 致 、 後方 一致 、 中間 一 致 の3種 類 が あ り、

SEARCHコ マ ン ド、XSコ マ ン ドとも利用 可 能 で あ る。

〔コマ ン ド例〕

>SEARCH 運転?/KEY

S6:100運 転?/KEY

>SEARCH?運 転/KEY

S7:50運 転?/KEY

>SEARCH?運 転?/KEY

S8 200?運 転?/KEY

(3)シ ソーラス検索

キー ワー ド辞書の持つ シソーラスを活用 した検索方法で あ り、同義語検索 ・上位語検索

・下位語検索 ・関連語検索(そ れぞれの詳細 は後述)な どが可能 である
。

シソーラス検索 を行 う場合 には、SEARCHコ マ ン ド、XSコ マ ン ドの修飾子 にそれ

それ次のような指定を行う。

同義語検索

上位語検索

下位語検索

関連語検索

(レ ベル:何 階層 まで遡 るかを数字で指定)

/UT_THESAURUS

/BT_THESAURUSニ レベル

/NT_THESAURUS=レ ベル

/RT_THESAURUS
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〔コマ ン ド例〕

>SEARCH/UT_THESAURUS B747/KEY

S9:80B747/KEY

>SEARCH/BT _THESAURUS=2 飛行機/KEY

S10 600 飛行機7/KEY

なお、デ フォル トで シソー ラス検索を設定す る場合 には、以下 のコマ ン ドを用いる。

同義語検索

上位語検索

下位語検索

関連語検索

SET/THESAURUS・=UT

SET/THESAURUS=BT

SET/THESAURUS=NT

SET/THESAURUS=RT

(4)EXPANDコ マ ン ド

EXPANDコ マ ン ドはキーワー ドの有無を調べ るコマ ン ドであ り、前方一致及 び後方

一致 の トランケー ション機能が利用 で きる(中 間一致 は使用で きない)。 このコマ ン ドを

実行 した結果、対象 とす る単語の前後9っ のEXPAND集 合セ ッ トが作成 され る。

〔コマ ン ド例〕

>EXPAND 医療/KEY

El

E2

E3

E4

*E5

E6

E7

E8

E9

10

20

5

50

100

50

50

200

300

医師/KEY

医者/KEY

医薬/KEY

医薬品/KEY

医療/KEY

医療器具/KEY

医療機器/KEY

医療行為/KEY

医療施設/KEY
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この ように して作成 され たEXPAND集 合セ ッ トは、次の ように検索 に利用 すること

がで きる。

〔コマ ン ド例 〕

>SEARCH (E3十E5)/KEY

S11:200(E3十E5)/KEY

>XSEl/KEY*誤 り/AD

S12

Sl3

Sl4

200E1/KEY

300誤 り/AD

50S4*S5

(5)そ の他のキー ワー ド関連処理機能

上記のほか、キー ワー ドに関連す る処理機能 と しては、以下の ような ものが ある。

①同形異義語処理

キーワー ドには、同 じ表現 をす る文字でも意味が異な るものが ある。 キ ャッシュデ ィ

スペンサー、 コンパク トデ ィス ク等 の略称で ある 『CD』 が その一例である。その場合

どち らの意味 を選択す るかは、SEARCHコ マ ン ド及 びXSコ マ ン ドでの検索時 に明

示的 に指示す る方法 と検索時 に選択 させ る方法の2種 類での対処が可能 である。

〔コマ ン ド例〕

>SEARCH CD(キ ャ ッ シュデ ィスペ ンサ ー)/KEY

S9 100 CD(キ ャ ッ シュデ ィスペ ンサ ー)/KEY

>SEARCHCD/KEY

lCD(キ ャ ッ シュデ ィスペ ンサ ー)

2CD(コ ンパ ク トデ ィス ク)

次 ペ ー ジ:N選 択:〔1-9〕 終 了:Exit>l

S10:100CD(キ ャ ッ シュデ ィス ペ ンサ ー)/KEY
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②同音異義語処理

同音異義語 とは、例 えば 『火気 』と 『牡蛎』のように異 なる文字で読みが同 じもの を

いう。現在 は、キ ーワー ドの読 みを登録 していないため特 に問題 とはな らない。 しか し

なが ら、将来的 にはキーワー ドの読 みを登録す ることにより 『読 み仮名』 による検索 を

可能 とす るなど、 さ らに検索機能 のユーザ ーインターフェースを向上 させ る必要 があ り、

その際 に同音異義語の処理が必要 とな る。同音異義語 について は、どち らの意味を選択

す るかをSEARCHコ マ ン ド及 びXSコ マ ン ドでの検索時 に選択 させ る方法での対処

が可能である。

〔コマ ン ド例 〕

>SEARCH カキ/KEY

1火 気

2牡 蛎

3夏 期

次 ページN

S11

選 択:〔1-9〕 終了:Exit>1

100火 気/KEY

③片仮名 キーワー ド処理

片仮名 のキーワー ドの場合、小文字 、長音、中点 などの付 け方が検索 ユーザ ーにとっ

て大 きな問題 とな る。 この システムで はそ うした問題 を内部的 に処理 し解釈す るような

機能 をもっている。

〔処 理 例 〕

『ソ フ トウ ェ ア 』 と 『ソ フ トウ エ ア 』

『コ ン ピ ュ ー タ 』 と 『コ ン ピ ュ ー タ ー 』

『デ ー タ ベ ー ス 』 と 『デ ー タ ・ベ ー ス 』 }一 ー 一

ただ しこの処理で は、

問題 とな る。

『ア ンカ 』 と 『ア ンカ ー』 とい うキ ー ワー ドが あ る場 合 な ど に

一8一



3.キ ー ワ ー ドシ ソ ー ラ ス の 考 え 方

3.1災 害情報 デー タベースの特徴

当デ ータベース は、あ らゆ る分野の事故 ・災害 を総 合的 に蓄積す るという、他 に類を見

ないデ ータベースであ る。 このため、入力 され るデータにはい くつかの特徴 があ り、それ

を考慮 しなければ効 率的 ・合理的 なキーワー ドシソー ラスを構築 す ることは不可能 と言え

る。 ここでは、 これ らの特徴 にっいて述べ る。

(1)さ まざまな分野 のデ ータを対象 とす る。

すで に述 べてきた ように、当デ ータベースでは、 あらゆる分野 の事故 ・災害 を対象 と し

ている。事故 ・災害 の情報 を収集す るデータベース はほか にもい くつかの例 があるが、 こ

のように各分野 を網羅的 に収集す るものはほとんど見 られ ない。

これ まで、事故 ・災害 に関す るデータの多 くは、各分野の専門家が独 自に収集 ・分析 し、

その分野 の安全対策 や防災対策 に役立ててきた。 しか し、現代社会 が複雑化 ・多様化す る

につれて、事故 ・災害 の現象 もある特定 の分野 のみ にとどま らず、社会の様々な側面 に広

く影響を及 ぼす ようにな っている。複雑化す る社会の中で は、事 故 ・災害のメカニズムさ

えも単純 な もので はな くな り、もはや単一の分野 ・領域 における安全研究や防災対策だ け

では十分 とは言えな くな って きた。

これ まで分野 ごとに行 なわれて なかなか交流 しに くかった安全 ・防災の知 識や技術 を、

分野を越 えて共通 の もの と し、 よ り総合的な安全対策 を推 し進 め るために、 さまざまな分

野のデ ータを対象 としてい るのが、当デ ータベースの最大の特徴 であ る。

(2)利 用者 は専門外 の分野への アクセスも行 う。

さまざまな分野 のデ ータを共通の もの として利用す るため、 ある特定 の分野 の事例 に関

して も、利用者 は必ず しもその分野の専門知識 を十分 に持 ってい るとは限 らない。む しろ、

当データベースの目的 とす るところか ら考え ると、利用者 は自分 の専門以外の分野へ も積

極的 にアクセスす ることが望 まれている。

こうした利用者の状況 を考慮す ると、求め られた事故 ・災害 の分野 に関 して専門知 識が
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あることを前提 と した検索 システムを構築す ることはできない。その一方で、 これ まで各

分野 で安全 ・防災の研究 を行 って きた専門家が 自分 の専門分野 に関 す る情報 にアクセスす

ることも多 いことも予想 され る。 したが って、 こう した専門家の利用 に対 しても耐え られ

る精度 を持 ちつつ、 しか も専門知識 を持 っていない利用者 でも情報検索 などがで きるよう、

システム側が柔軟性 を持 って対応で きる必要がある。

(3)キ ーワー ドの種類が多岐 にわ たる

デ ータをある特定 の分野に限定 したデ ータベースで あれば、 その分野で必 要な項 目を羅

列 して、 それに応 じたキーワー ド体系 を作成す ることも容易であろ う。現 に、航空機事故

を対象 とす るICAO(国 際民間航空機関)の 事故情報デ ータベースの例で は、航空機の

機種、装置の名称や発生 した事象 の名称 がほぼ限定 され るため、そ うした情報の ほとんど

をコー ド化 して整理 している例が ある。

しか し、当データベースのようにさまざまな分野 を総合的 に扱 うデータベースの場合に

は、デ ータの種類 は多岐 にわた り、 それ に従 って付与 され るキ ーワー ドの種類 も非常 に多

種多様 なものとな る。

多 くの分野 を扱 うことか ら、 た とえば次の ようなキーワー ドが発生す る。

①各分野 に共通 して用 い られ る単語

例)避 難

裁判

②ある特定の分野 にだ け使用 され る単語

例)集 中豪雨

ECCS(原 子炉の緊急炉心冷却装置)

ターンア ラウ ン ド(着 陸復行)

③ ほとん ど類似の単語 であるが、分野に よって通常使用 され る単語が異 な る

ため、結果 と してニュア ンスの異 なる単語

例)運 転手(ト ラックな ど)

運転士(鉄 道)

運転員(原 子力発電 所)
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この ように複雑 で多岐 にわたるキーワー ドを全体 としてどの ように体系 づけ るか は、非

常 に難 しい問題 となる。

(4)十 分 な情報 を得 られない場合 もある

一般 に事故 ・災害 に関す る情報 は
、なかなか詳細 なデ ータ までが公開 されず、十分な情

報 を得 られ に くい種類の情報で ある。特 に、企業機密が関係 した り、刑事 ・民事の裁判 な

どで問題 となった りしてい る場合 などで は、他 に対する影響 の大 きさなどもあって事故 ・

災害の状況 に関す る詳細 は一切公開 されない場合 もある。

また、他 の一般のデータベースでは、直接 の当事者(た とえば、文献 の著者、事故の当

事者 など)が 、定め られたフォーマ ッ トにの っとって必要な情報を提供す るという場合が

少な くない。 しか し、当デ ータベース は、一般の新聞や安全 ・防災関係の雑誌 などに公開

された情報 に基づいてデ ータを構築 しているため、デ ータの質や種類 を統一す ることが難

しい。 たとえば、事故 ・災害に関す る最 も基本的な情報は、発生 日時 や場所 な どであるが、

そ うした基本情報 なども入手できない場合 もある。海外において大 きなエチ レン工場の事

故が発生 した場合 で も、 その事故の影響でエチ レン市場が逼迫 しているとい う報道 しかな

い場合 には、事故 の正確 な日時や内容 まで は把握 できないこともあるのであ る。 また、航

空機事故 を専門的 な立場か ら検討す る上では、その事故 を起 こした航空機 の機種 に関す る

情報が意味 を持 って くる場合 もあ る。 ところが、実際に一般 に報道 された り公開 され る事

故情報 では、 たとえB747型 機 の事故があ って も、その事故がB747型 機 のうちのど

のタイプの機種 なのかわか らない場合 も多 い。

当デ ータベースのキー ワー ドシソーラスは、 この ように不十分な情報 にも対応で きるよ

うな柔軟 なものでなけれ ばならない。
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3.2統 制 キ ー ワー ドと フ リー キー ワー ド

ここまで述べて きた ようなデ ータお よび利用者の多様性 に対応 し、かっ情報量の不十分

なデータ に関 して も柔軟 な対応 を可能 とす るために、当データベースのキー ワー ド体系 は

次の2種 類 に区分 して整理す る(図3-1)。

(1)統 制キ ーワー ド

事故 ・災害事例 ごとに、その事例 の内容 や特徴な どを記述す るために抽出 され た単語 。

使用 され る単語の種類 などがある程度限定 され ている。 これ らを同義語 、上位 ・下位語 、

関連語な どの シソー ラスで整理す る ことによって、基本的なデータ検索 におけ る大 きな検

索漏れな どを防 ぐことができる。

(2)フ リーキーワー ド

データベースに登録 した文字列の中か ら、一般 に意味 を持つ限 り制限 な く抽出 された単

語。こうしたキーワー ドの付与の方法では検索漏れ を完 全にな くす ことはで きないが、当

初必要 と考 え られて いなか った単語 に関 す る検索 も可能 にす るものであ り、多用 なユー

ザーの要求 に対応 してい くためには必要不可 欠である。

このようなキーワー ドの付与は、デ ータ登録の際 に多 くの人的労力が必要 とな って しま

うため、 ここで はあ らか じめ抽出すべ きキ ーワー ドを辞書 と して登録 し、 その辞書にある

単語を 自動的 に抽出す るような システムを構築す る。

統 制 キ ー ワー ド

フ リー キ ー ワ ー ド

同義語

上位語

下位詰

開連語

図3.1キ ー ワ ー ドシソー ラス の概 念
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(3)キ ーワー ド用辞書

このデータベースで は、 シソー ラスの概念 にあわせて次の2つ の辞書 を持つ
。

①統制 キーワー ド用辞書(辞 書名:CX)

同義語、上位 ・下位語、関連語 とい う関連づけを持つ辞書。キー ワー ドフ ィール ドの

検索の際 に用 い、 シソー ラス検索 を可能 とす る。

② フ リーキーワー ド用辞書(辞 書名:FX)

記事 フ ィール ド、抄録 フィール ド、特記事項 フ ィール ド、関連事項 フ ィール ドに対 し

て辞書参照型 のキ ーワー ド自動切 り出 しを行 なうための辞書。

将 来的には、文献表題、文献名 などの フィール ドについて もキーワー ド自動切 り出 し

を行 な う予定 であ り、 その際の辞書 にも適用す る予定で ある。
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4.統 制 キ ー ワ ー ド

4.1統 制 キ ー ワー ドの シ ソー ラ ス

(1)複 合語

これ まで、当データベースの検索 システ ムでは、 トラ ンケ ー ション機能を用 いての検索

ができなか った。 このため、キ ーワー ドと して付与 された単語 は、複合語 も可能 な限 り分

割 されている。 これ は、 トランケ ー ション機能 を持たな い検索 システムであるかぎ り、検

索漏れを防 ぐために止むを得 ない ことで あったが、一方で検索 され た情報 にノイズが多 く

な りす ぎるという欠点が あった。

データベースの一般公開 にあた っては、 この点 を改良 して、 トランケ ー ション検索を行

え るよう検索 システムを変更 してい る。 その ため、複合語 もその まま取 り入れ る ことが可

能 にな ったので、現在分割 して登録 されているキー ワー ドについて は複合語 に戻す作業 を

行 った。

例)ポ ー ト

磁気

モ ー タ ー 十～

ゴ ム十 ～

タ グ 十～

ビニ ーノレ十～

救 命+～

遊覧+～

～+観 測+衛 星

～十テープ

～十デ ィス ク

～十コー ド

～+嵐

核+～+共 鳴+装 置
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(2)同 義語

統制キーワー ドの中で類似の意味 を持つ単語同士は、その うちのひとっを代表語 とし、

その他を代表語の ファ ミリーと して同義語関係 を作 った。

一般のキーワー ドシソー ラスで は
、ある単語 の同義語 と して関連づ け られた単語 は 「非

デ ィスク リプタ」 とな り、索引 ・検索作業 には使用で きな い単語 とされ る場合が ある。 し

か し、各事例 に関す る十 分な情報が得 られ ないという当デ ータベースの特徴か ら、 ほとん

ど同義語であ ると思われなが らも完全 に一致す ると確信で きない単語が ある場合 も多い。

このため、当デ ータベース において は、同義語は以下の3種 類を等 しく扱 うことと した。

①同一の意味で表記方法の違う単語(⇒ 一般の同義語)

。漢字 とひ らが な 例)こ たっ=炬 燵

おもちゃ二玩具

。略称 や別称 例)イ ソシアン酸 メチル=MIC

アス ベ ス ト=石 綿

②意味的にほぼ同じだが実際のニュアンスや使われ方がやや異なる単語

・類議語 例)ご み収集車=清 掃車

消防士=消 防署員

③上下関係にあるが、通常はその下位ランクの情報まで把握できない場合が

非常に多く区別がっかない単語

例)B747=B747SR

以上のような関係にある単語同士を全て同義語として関係づけたため、特に②、③の関

係 にある単語 にっいて は、キーワー ドを付与す る際 に原文献 に忠実 に可能 な範囲 で区別す

ることと した。 したが って、あ る代表語の同義語であって も、それはそれ は非デ ィスク リ

ブタではな く、検索 に使 用す ることがで きるデ ィスク リプ タとな る。

ま た 、 ① の タ イ プ の 同 義 語 に っ い て は、 一 般 ユ ー ザ ー の 利 用 しや す さ を 考 慮 す る と 、 現

1
在 キーワー ドとして登録 されていない単語 も可能 なかぎ り登録 す る必要が ある。 しか し、

前述 のように同義語 もデ ィスク リプタ として検索可能であることを考え ると、 このように

全 く同一の意味 を持つ単 語 に関 して は、検索漏れの防止の ために も付与の際の代表語限定

は しっか りと行 なっておかなければな らない。
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(3)上 位 ・下位語

一般 に、単語同士の上下関係 は、次の2種 類が ある。

①包括関係

例) *****船*****

[下].タ ン カ ー

..LPGタ ン カ ー

..ケ ミカ ル タ ンカ ー

*****ラ イ フ ラ イ ン施 設*****

[下].電 気 供 給 施 設

..発 電 所

...原 子 力 発 電 所

...火 力 発 電 所

②部分一全体関係

例) *****船*****

[下].船 室

..1等 客室

..操 舵 室

*****原 子 力 発 電 所*****

[下].原 子 炉

..制 御 棒

..緊 急 炉 心 冷却 装 置

これ らの両方の関係 を同時 に同一 シソーラスで扱 うことは事実上困難で あ り、また混乱

を生 じる可能性 もあるので避 けるべ きで ある。 したが って、当データベースの シソーラス

では基本的に包括関係 にある単語 同士 を上位 ・下位語 と して関係づける ことと した。

部分 一全体関係 にある単語同士 にっいては、全体 を表す単語 『○○』の関連語(後 述)

として 『○○要素 』という単語 を関連づけ、部分を表す単語 は この 『○○要素』 とい う単

語の下位語 と した。
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例) *****自 動車*****

[下].一 般 用 車 両

..乗 用 車

..ワ ゴ ン車

[関]自 動 車 要素

*****自 動 車 要素*****

[下].ア クセ ル

.ブ レー キ

..ブ レー キケ ー ブ ル

[関]自 動 車

(4)関 連語

キ ーワー ド間 には、同義語関係 や上位下位語関係 にはな らないが、何 らかの関係が ある

単語同士が ある。 これ らのうち、キーワー ドの付与 およびデ ータ検索の際 に、必要 な用語

を見つけるうえで有用で あると考え られる場合 には、両者 を関連語 と して関係づ ける。

関連語の指定 は、 その性格上 ある程度恣意的 なものとな らざるを得 ない。 しか し、先 に

述べた部分一全体関係の ほか、たとえば原料 と産物、原因 と結果、施設 ・機器 とその利用

者などは関連語 とす るもの とす る。

例)農 薬 ⇔イソ シア ン酸メ チル(農 薬の原料)

肺癌 ⇔アスベス ト(肺 癌の原因)

福祉施設 ⇔障害者(福 祉施設の利用者)
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4.2シ ソーラスの全体構成

統制 キーワー ドは、①事物、 ②事象、③固有名詞の3種 類 におお よそ分類 し、 さ らにそ

れそれの単語 について同義語、上位下位語、関連語の関連づ けを行 った。

① 事 物

施設

農業 施 設(用 水 路,..)

林業 施 設

漁 業施 設(養 魚 場,..)

鉱 業 施設(炭 鉱,油 田,天 然 ガ ス井,..)

建 設 施設

製 造 施設(製 造 工 場,作 業 所,..)

ライ フ ライ ン施 設

」三
電 気 供 給 施 設(発 電 所,送 電 鉄 塔,..)

ガ ス供 給 施 設(ガ ス管,..)

熱 供給 施 設(ス チ ー ム パイ プ,..)

水 道施 設(浄 水場,水 道管,..)

通 信 施 設(電 話局,通 信 ケ ー ブ ル,..)

運輸 施 設

」
鉄 道 施 設(駅,線 路,..)

道 路 施 設(国 道,高 速 道 路,交 差 点,..)

港 湾 施 設(桟 橋,埠 頭,..)

航 空 施 設(空 港,..)

倉 庫
一般 店 舗(デ パ ー ト

,ス ー パー マ ーケ ッ ト,薬 局,..)

飲 食店(レ ス トラ ン,バ ー,料 亭,..)

宿 泊施 設(ホ テ ル,旅 館,宿 舎,..)

レジ ャー施 設(ゴ ル フ場,映 画館,遊 園 地,..)

医 療施 設(病 院,療 養所,..)

教 育 ・研 究 施 設(小 学校,中 学 校,研 究 所,..)

福 祉施 設(老 人 ホ ー ム,..)

宗 教施 設(教 会,寺,..)

公 共施 設(公 民 館,公 園,..)

公 務施 設(大 使 館,市 役 所,裁 判所,検 察 庁,..)

廃 棄物 処 理施 設(清 掃 工場,し 尿処 理 場,..)

住 居(住 宅,ア パ ー ト,団 地,..)

装置 ・器具 ・部 品

製 造 装 置(蒸 留装 置,分 解 装 置,.,)
一 般 機 械(圧 縮 機

,溶 接機,..)

工 具(の こ ぎ り,ド ラ イバ ー,..)

兵 器(ミ サ イル,..)

調 理 器 具(電 気炊 飯 器,ガ ス こん ろ,..)

医療 器 具(CTス キ ャナ,鉗 子,..
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ピ
コ ン ピ ュ 一 夕 ー(オ フ コ ン,マ イ コ ン ,..)

ソ フ トウ ェ ア(プ ロ グ ラ ム,コ ン ピ ュ ー タ ー ウ イル ス, ..)

安 全 装 置(ATC,ECCS,..)

保 護 具(マ ス ク,SCBA,..)

暖 房 器 具(ス トー ブ,火 鉢,..)

移動体

自動車

E≡
一般 車 両(乗 用車

,バ ス,タ ク シー,..)

輸送 ・工事 車 両(ト ラ ッ ク,ブ ル トーザ ー,

特殊 用 途車 両(消 防 車,パ トカ ー,清 掃 車,

列 車(急 行,特 急,寝 台車,..)

船 舶(タ ンカ ー,客 船,漁 船,..)

飛 翔 体

飛 行 機(軍 用機,民 間 機,..)

ヘ リコプ ター

飛 行船

気 球

グ ライ ダー

ロケ ッ ト

人 工 衛 星(通 信 衛 星,放 送 衛 星,軍 事 衛 星, ..)

宇 宙 船

物質

生化 学 物 質(カ ビ毒,酵 素,..)

化 合 物

合 成 繊 維(ポ リエス テ ル,ナ イ ロ ン,..)

合 成 ゴム

プ ラス チ ック(ABS樹 脂,..)

溶 剤(ト リクロ ロエ チ レン,..)

有 機化 合 物

無機 化 合 物

洗剤(界 面 活 性剤,..)

毒 劇 物

危 険 物

発 癌 性物 質(石 綿,ア フ ラ トキ シン,..)

鉱物

「
石 油(原 油,重 油,ガ ソ リ ン,タ ー ル,..)

金 属(鉄,亜 鉛,..)

燃 料(木 炭,ガ ソ リ ン,JP-4,..)

医 薬 品(ア ス ピ リ ン,MPA,ア ジ ドチ ミ ジ ン,..

放 射 性 物 質(ラ ジ ウ ム,ウ ラ ン,ア メ リ シ ウ ム,..
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食品
ア ル コ ー ル 飲 料(ウ ィス キ ー,ブ ラ ンデ ー..)

一 般 飲 料(コ ー ヒ ー
,ジ ュ ー ス,..)

菓 子(チ ョコ レ ー ト,ケ ー キ,..)

イ ン ス タ ン ト食 品(カ ップ ラ ー メ ン,..)

水 産 食 品(さ ん ま,イ カ,ワ カ メ,か ま ぼ こ,..)

畜 産 食 品(精 肉,ハ ム,チ ー ズ,..)

野 菜 ・豆 ・そ の 製 品(大 根,納 豆,..)

穀 類 ・そ の 製 品(米,小 麦 粉,パ ン,う ど ん,..)

果 物 ・そ の 製 品(イ チ ゴ,グ レ ー プ フ レ ー ッ,ジ ャ ム,..)

缶 詰

調 味 料(し ょ う ゆ,ソ ー ス,..)

食 品 添 加 物(人 工 甘 味 料,着 色 料,..)

特 殊 食 品(ベ ビ ー フ ー ド,宇 宙 食,..)

料 理(中 華 料 理,お 好 み 焼 き,..)

廃 棄 物(ご み,し 尿,..)

生物

動 物

鳥(白 鳥,ア オ サ ギ,ウ,..)

F 虫(ハ チ,昆 虫,..)

魚(鮎,鯉,イ ル カ,..)

植 物(イ モ,イ ンゲ ン,ウ メ,..)

微 生 物(AIDSウ ィルス,腸 炎 ビブ リオ菌,..)

ひ と(幼 児,小 学生,作 業 員,運 転士,..)

場所

r
地 形(さ ん ご礁,山,平 野,..)

市 街 地(商 店 街,工 業 団 地,..)

② 事 象

災害現象

風 水 害(台 風 鉄 砲 水,乱 気 流,..)

気 象 災 害(エ ル ニ ー ニ ョ,..)

雪 害(着 雪,..)

氷 害(着 氷,流 氷,..)

雷(雷 撃,..)

地盤 変 動(不 等 沈 下,埋 没,..)

地震(マ ルチ シ ョック,直 下 型地 震,..)

火 山活 動(空 振,..)

火 災(く ん焼,ぼ や,延 焼,自 然発 火,..)

爆 発(爆 轟,フ ィル ムデ トネ ー シ ョン,..)

漏 洩
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行為

状態

中 毒(CO中 毒,..)

崩 壊 ・破 壊(倒 木,腐 食,金 属 疲 労,亀 裂,..)

故 障(欠 陥,エ ンス ト,ふ くそ う,..)

交通 災 害

E
自動 車 事 故(追 突,玉 突 き衝 突,ひ き逃 げ,..)

鉄道 事 故(脱 線,転 覆,,.)

船 舶 事 故(挫 傷,沈 没,..)

航 空 機 事故(ニ ア ミス,墜 落,オ ーバ ー ラ ン)

群 衆 災 害(パ ニ ック,将 棋倒 し,暴 動,..)

動 物災 害

医 療災 害(誤 診,薬 害,..)

飢 饅

疫 病(集 団 感 染,学 級 閉鎖,..)

公 害

humanerror(見 落 と し,居 眠 り,誤 認,..)

人 身災 害(失 明,生 き埋 め,挟 まれ,閉 じ込 め,..)

犯 罪(ハ イ ジャ ック,ひ き逃,盗 難,テ ロ,..)

戦 争(空 襲,爆 撃,..)

作業(移 動,溶 接,運 搬,埋 設,..)

レジ ャー(ス キ ー,ダ イ ビ ング,ハ イ キ ング,ゴ ル フ,..)

医療 行 為(手 術,注 射,輸 血,誤 診,..)

悪 質 行 為(脅 迫 電 話,投 石,い たず ら,..)

運 転 行 為(わ き見,居 眠 り,追 い越 し,..)

操 縦 行 為(ア ク ロバ ッ ト,..)
一 般 行 為(演 説

,..)

形 態(粉,液 体,..)

音(騒 音,異 常 音,..)

温 度(高 温,温 度上 昇,過 熱,..)

圧 力(高 圧,圧 力異 常,..)

臭 い(悪 臭,異 臭,..)

振 動(異 常 振動,..)

病気(肺 癌,AIDS,肝 炎,イ ンフ ル エ ンザ,..)

影 響(裁 判,避 難,対 策,..)

行事

亡 会合(忘 年 会,送 別会,..)

イ ベ ン ト(博 覧 会,競 技 会,祭,..)

技術

に
工 法(シ ー ル ド工 法,カ ー テ ン ウ ォ ー ル 工 法,..)

手 法(ア イ ソ マ ッ ク ス 法,ICI法,..)
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③ 固有名詞

地名

川(那 珂 川,富 士 川,...)

山岳(MTBLANC,岩 手 山,ANDES,..

火 山(STHELENS,阿 蘇 山,伊 豆 大 島,..

湖(CASPI,狭 山 湖,山 中 湖,..)

島(KHARG,三 宅 島,瓜 生 島,千 島 列 島,..)

海域(羽 田沖,玄 界 灘,鳴 門 海 峡,..)

岬(御 前 崎,..)

事故 ・災害名称

E
地 震 名 称(え び の,エ ル サ ルパ トル,安 政 江 戸,..)

台風 名 称(10号,ELSIE,ア イ オ ン,第2室 戸,

災害 一 般 名 称(長 崎 水 害,弘 安 の 役,..)

事故 名 称(BHOPAL,CHERNOBYL,雫 石,

組 織 名 称

E≡
公務 機 関 名 称(FAA,IMF,KGB)
一般 団 体 名 称(GREENPEACE

,赤 十字)

会社 名 称

自動車 会 社(ト ヨタ,VW,日 産,..)

化 学会 社(UCC,..)

航 空会 社(JAL,ANA,UA,..)

航 空機 製 造 会社(BOEING,..)

家 電機 器 製 造会 社(日 立,東 芝,..)

公 共公 益 会 社(NTT,JR)

..)

..)

移動 体 名 称

自動 車 種 名 称(ク ラウ ン,プ レ リュー ド,ム ス タ ング,..)

航空 機 種 名 称(A320,B747,YSll,,.)

船舶 名 称(へ りおす,む つ,ナ ヒモ フ号,..)

衛星 名 称(ゆ り,ひ まわ り,あ や め,..)

ロケ ッ ト名 称(Hl,ア トラス,..

宇宙 船 名 称(SKYLAB,ミ ール,..)

人工 構 造 物 名称

E
建物名称(安 田講堂,御 所,..)

道路路線名称(中 国 自動車道,東 北 自動車道,..)

鉄道路線名称(青 梅線,東 北線,留 萌線,..)
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4.3 シソーラス例

******ア ー ケ ー ド******

[関 】 商 店 街

******ア ー ス コー ド******

[代】 ア ー ス線

******ア ー ス線******

[同]ア ー ス コー ド

接 地 コー ド

[上].電 気 部 品

******ア ー ム******

【上1.機 械 要 素 一 般

【関1ク レー ン車

ク レー ン船

シ ョベ ル カー

産 業 ロ ボ ッ ト

******ア ー モ ン ド******

[上 】.果 物 ・そ の製 品

..食 品

******ア イ ア マ イ ト******

[同 】 通 常 型 爆 薬

[上 】.火 薬

******ア イ オ ン******

【上 】.台 風

..事 故 ・災 害 名称

..熱 帯 低 気 圧

******ア イ ス ク リー ム******

[上].菓 子

..食 品

******ア イ スバ ー ン******

[上】.氷 害

..災 害 現 象

[関 】 凍 結

******ア イ ス ボ ッ ク ス******

【上1.レ ジ ャー 用 品

******ア イ ソ トー プ******

【代]RI

******ア イ ソマ ック ス装 置******

伺 】 脱 硫 水 素 化 分 解 装 置

【上 】.製 造 装 置

[関]製 油 所

******ア イ ド リン グ******

【上 】.運 転 行 為

..行 為

【関 】 エ ン ジ ン

自動 車

一23一

******ア イ ル フ ァス ト航 空******

[上 】.航 空 会 社

..会 社 名称

...組 織 名 称

******ア イ ル ラ ン ド共 和 国 軍******

[代]IRA

******ア イ ロ ン******

【上 】.家 電 製 品

******ア ウ タ ー マ ー カ ー******

[上 】.航 空 施 設

..運 輸 施 設

...施 設

[関 】空 港

******ア ウ デ ィ******

[同]AUDI

[上].自 動 車 会社

..会 社 名称

...組 織 名 称

【関 】 ア ウデ ィ100

ア ウ デ ィ200

ア ウ デ ィ5000

ア ウ デ ィ80

ア ウ デ ィ90

******ア ウ デ ィ100******

【上].自 動 車 種 名 称

..移 動 体 名 称

【関1ア ウデ ィ

******M3******

【代IBMVVM

******M6******

[代 】BrvTVVM

******MA******

【同】MALEV

マ レフ航空

【上].航 空会社

..会 社 名称

...組 織 名称

******MAGNETICTAPE******

【代】MT

******MAKJAN******

[上1.火 山

..地 名



******

【上].

******

{代】

******

[上 】.

【関 】

******

[同]

えびの******

地震

、災害現象

.事 故 ・災害 名称

おが くず******

木 屑

お しゃぶ り******

お も ち ゃ

乳 児

お た ふ くか ぜ******

お た ふ く風邪

流 行 性 耳 下腺 炎

{上1.病 気

..状 態

******お た ふ く風 邪******

[代]お た ふ くか ぜ

******お も ち ゃ******

【同 】

【下 】

{関 】

******

[同 】

******

【代】

******

[代]

******

伺 】

玩 具

.お しゃぶ り

..エ ア ソフ トガ ン

.羽 子板

STマ ー ク

遊 び

お化******

お化 け

幽霊

お化 け******

お化

お化 け屋敷******

お化屋敷

お化屋敷******

おばけ屋敷

お化 け屋敷

幽霊屋敷

【上1.

******

【上 】.

******

【上1.

******

[同]

[上].

******

[代 】

遊 園地

お好 み焼******

料理

.食 品

お好 み焼店******

飲食店

.施 設

か け っこ******

徒競走

遊び

かじ取り

操舵

******

******

【上 】.

******

【上 】.

******

[上1.

******

伺 】辛 子

【上 】.香 辛 料

..調 味 料

...食 品

******

【上1.

******

【上 】.

******

【代】

******

伺 】

か まぼ こ******

水 産 食 品

.食 品

か ま ぼ こ工 場******

製 造 施 設

.施 設

か み そ り******

刃 物

.日 用 品

か ら し******

か らしレンコン******

野菜 ・豆 ・その製品

.食 品

か りふお るにあ丸******

船舶名称

.移 動体名称

か ん きっ******

かんきっ類

かんきっ類

かんきっ

柑橘類

【上 】.

【下 】.

******

【代】

******

【代1

******

伺]

[上 】.

******

[代1

******

【上 】.

******

果物 ・その製 品

.食 品

オ レンジ
や ロ

ク レー フ フル ー ツ

ミカ ン

レモ ン

か ん しゃ く玉******

爆竹

かんて き******

七輪

かん子******

鉗子

医療機 器

がん******

癌

ぎ酸******

有機化 合物

.化 合物

...物 質
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******案 内 人******

{同1ガ イ ド

【上 】.ひ と

..生 物

******案 内 輪******

伺 】 ガ イ ドタ イ ヤ

[上 】.列 車 要 素

[関]モ ノ レー ル

******

[上 】.

・

******

[上 】.

******

【上 】.

******

{同1

[上 】.

.

******

[代】

******

[上 】.

******

【上 】.

.

伊勢湾(タ イフウ)

台風

.事 故 ・災害名称

.熱 帯低気圧

伊勢湾(ワ ン)

湾

伊東線******

鉄道路線名称

.人 工構造物名称

伊豆急行線

******

******

******

伊豆急線

鉄道路線名称

.人 工構造物名称

伊豆急線******

伊豆急行線

******

【上 】.

令

.

******

【上].

******

伺1

【上].

[下}.

******

【上].

.

******

[代}

伊豆大 島******

火山

.地 名

伊 豆大島近海******

地震

.災 害 現象

.事 故 ・災害名称

伊豆半 島沖******

地震

.災 害現象

.事 故 ・災害 名称

委 員******

ひ と

.生 物

椅子******

いす

家具

ソフ ァ

異 臭******

臭 い

.状 態

異常音

異音

******

******移 液

【上 】.作 業

..行 為

******移 住

【代1移 転

ホ

コ

将

ー

特

上

*

【

ロ

ホ

ウ

癬

ー

粋

士

*

【

ウ

ホ

ウ

粋

ー

特

上

*

ー

.

*

・

*ホ

エ

工

特

同

上

*

[

【

・

*

*

・

*

*

*

*

*

*

ホ

エ

シ

コ

コ

ホ

エ

ホ

　

淋

代

林

同

上

糠

代

糠

代

*

[

*

[

【

*

【

*

【

*

*

*

*

ホ

コ

ホ

エ

糠

代

将

同

*

ー

*

ー

******

******

移 出******

作 業

.行 為

移 植******

医 療 行 為

.行 為

移 設******

作 業

.行 為

移 送******

移送作業

作業

.行 為

移送作業******

移送

移転******

移住

影響

移動 タ ンク貯蔵所******

タ ンクロー リー

移動住宅車******

MOBILEHOME

MEAL******

ME

MEKPO******

METHYLETHYLKETONEPEROXIDE

メ チ ル エ チ ル ケ ト ン パ ー オ キ サ イ

[上 】.有 機 化 合 物

..化 合 物

...物 質

******MERAPI******

【上1.火 山

..地 名

ド
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******医 薬 品******

【上 】.物 質

[下].MPA

.ア ジ ドチ ミジ ン

.ア ス ピ リン

.ア セ トア ミノ フ ェ ン

.イ ン フル エ ンザ ワ クチ ン

.エ キ セ ドリン

.青 毛 剤

.風 邪 薬

欄]MNS

******医 薬 品工 場******

{代]医 薬 品 製 造 工 場

******医 薬 品製 造 工場******

伺 】 医薬 品 工 場

[上】.製 造 施 設

..施 設

******医 療 機 器******

伺1医 療器 具

エ下{

*

◆

・

継

ー

ー

粋

上

下

*

[

*

・

綜

ー

糠

上

*

*

・

*

・

緋

ー

糠

ー

林

上

将

上

*

*

*

・

**

]

*

レ
」

*

・

*

ー

・

*

・

**

】

*

.
二

*

.

-一

*

ー

.

O

*

C

*

・

粋

工

特

-

神

代

赫

上

*

[

*

1

CT

かん子
リ

ア ンフル

赤外線医療装置

保育器

医療施設******

施設

医院

治療院

療養所

医療廃棄物******

廃棄物

井戸******

水道施設

育苗 ハ ウス******

ビニールハ ウス

.農 業施設

..施 設

育毛剤******

医薬 品

.物 質

磯波******

風水害

.災 害現象

一酸 化炭素******

一 時停止******

運転 行為

.行 為

******一 般 飲 料******

【上].食 品

【下 】.飲 料水

.清 涼 飲 料

.炭 酸 飲 料

******一 般 団 体 名 称******

【上 】.組 織 名 称

[下1.GREENPEACE

.IRA

.PLO

.過 激 派

.中 央 競 馬 会

******稲******

【上].植 物

..生 物

【関]い もち病

米

******稲 熱 病******

[代]い も ち病

******引 き込 ま れ******

{上1.人 身 災 害

..災 害 現 象

******引 き 込 み管******

【代 】 引 込配 管

******引 き 込 み線******

[㈹ 引 込 線

******引 き込 み 配 管******

[代1引 込 配 管

******引 き返 し******

【代]Uタ ー ン

******引 き揚 げ作 業******

[上 】.作 業

..行 為

******引 込 線******

【同 】 引 き込 み 線

引 込 み線

【上 】.鉄 道 施 設

.運 輸 施 設

..施 設

******飲 酒 運 転******

[上].運 転 行 為

.行 為

******飲 食 店******

【上 】:施 設

[下 】.お 好 み 焼 店

とん か っ 店

ウ才 ギ店

居 酒 屋

中華 料 理 店

一26一



******MALACCA******

[同]マ ラッカ海峡

[上1.海 域

..地 名

******MALEV******

[代lMA

******MAONALOA******

【上].火 山

..地 名

******MARBURG******

伺]マ ールブルグ病

【上].病 気

..状 態

******MARS******

【同]MAGNETICELECTRONIC

AUTOMATICRESERVATIONSYSTEM

ス ー パ ー マ ル ス

旅 客販 売 総 合 シ ステ ム

[上1.シ ス テ ム

{関 】JR

コ ン ピュー ター

******MAS******

【代]MH

******

[上 】.

******

【上].

******

【上 】.

******

{同]

MAYON******

火山

.地 名

MD81******

航空機種名称

.移 動体名称

MD87******

航空機種名称

.移 動体名称

MDI******

DIPHENYLMETHANE-4,4'-DIISOCYANATE

ジ フ ェ ニ ル メ タ ン ジ イ ソ シ ア ネ ー ト

メ チ レ ン ジ フ ェ ニ ル ジ イ ソ シ ア ネ ー ト

【上 】.有 機 化 合 物

..化 合 物

...物 質

******ME******

【同 】MEA

MEAL

中東航空

【上].航 空会社

..会 社名称

...組 織 名称

******MEA******

【代lME

******あ め******

[同1キ ャ ンデ ィ

ドロ ップ

飴

【上}.菓 子

..食 品

******あ や め******

【同]あ や め1号

あ や め2号

【上 】.通 信 衛 星

..人 工 衛 星

...飛 翔 体

....移 動 体

******あ や め1号******

【代]あ や め

******あ や め2号******

【代]あ や め

******い す******

{代 】 椅 子

******い す ず******

{同1い す ず 自動 車

[上].自 動 車 会 社

.⑳ 会 社 名 称

[関 】

******

【代1

******

[同 】

【上 】

******

{同 】

[上]

******

【代]

******

[同]

[上]

【関 】

******

【上】

...組 織 名 称

ア ス カ

ジェ ミニ(ク ル マ)

トル ーパ ー

ビ ッ グホ ー ン

いす ず 自動 車******

い す ず

い た ず ら******

悪 戯

.悪 質 行 為

..行 為

い たず ら電 話******

無 言 電 話

.悪 質 行 為

..行 為

い も ち******

い も ち病

い も ち病******

い も ち

稲熱 病

.植 物 病 害

稲

い や が らせ******

.悪 質 行 為

..行 為
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5.フ リ ー キ ー ワ ー ド

5.1自 動切 り出 し用辞書の考え方

フ リーキーワー ドは、記事 フィール ドなどの文字列の中か らキー ワー ドを自動的 に抽 出

し、検索 を可能 にす るものである。 したが って、当該 フ ィール ドの文字列 の中にある 『単

語 』のみが対象 とな り、いか に効果的 に必要 な 『単語 』を 自動抽出す るかが課題 となる。

(1)キ ーワー ド自動抽出機能

当データベース構築 にあた って用 いた基本ソフ トには、キー ワー ド自動切 り出 しについ

て次の3種 類の機能が ある。

①非辞書参照モー ドに よるキーワー ド自動抽出機能

この機能は、以下 の ようなロジ ックを用 いて、対象 とす る文字列 の中か ら単語 を自動

的 に切 り出す ものであ る。

1)特定の文字 を 『区切 り子』 と して登録 してお き、その文字 とひ らがなを除 くことに

よって文字列 を分解す る。

2)残 った単語の中か ら、3文 字以上の ものをキ ーワー ドと して 自動抽出する。

②辞書参照モ ー ドによるキーワー ド自動抽出機能

この機能 は、対象 とす る文字列 の中か ら、フ リーキ ーワー ド用辞書 に登録 されてい る

単語 を自動的 に切 り出す もので ある。なお、切 り出 され る単語 は最長一致 をとるように

なってい る。た とえば文字列 中 に 『原子力発電所 』 とい う文字が あ り、辞書 に 『原 子

力』 『発電所 』 『原子力発電所』 というキーワー ドが登録 され ている場合、 『原子力発

電所』のみが切 り出 され る。

③共用モー ドによるキ ーワー ド自動抽出機能

この機能 は、 ①②の機能 を兼 ね合わせ たもの で ある。 まず、辞書参照モ ー ドに よ り

キーワー ドを切 り出 し、残 った文字列 について非辞書参照モ ー ドによ りキーワー ドを自

動抽出す る。
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(2)キ ーワー ド自動抽出機能 の選択

今回の検討で は、まず初めに、 当デ ータベース構築 にあたって用 いた基本 ソフ トの持つ

『非辞書参照モー ド』 によ り、1千 件の事例の記事 フ ィール ドに対 してキーワー ド自動抽

出を行 った。 しか しなが ら、 この機能で は後述の ように十分 な 『単語 』の抽出がで きず、

『辞書参照モー ド』によるキーワー ド自動抽出を行 うことと し、最終的 には約9千 語の ブ

リーキーワー ド辞書 を作 成 した。

3種 類のキー ワー ド自動抽 出機能の うち 『辞書参照モー ド』に よる自動抽出を選択 した

過程 を、次の文章 を例 にとって示す。

【切 り出 し文章例】

記事:M6.1の 地 震で住家半壊100棟.木 造2階 建住宅 の台所 で天ぷ ら油か ら

出火.ぼ やなどの被害.水 道管等にも被害.

まず、①非 辞書参照モー ドに よる自動抽出の結果 を以下 に示す。

〔例1〕 非 辞書参照モー ドに よるキ ーワー ド自動抽出(そ の1)

区切 り子:ス ペース とカ ンマ、 ピリオ ド

切 り出 された単語:M6.1,住 家半壊100棟,木 造2階 建住宅,水 道管等

〔例2〕 非辞書参照モー ドによるキ ーワー ド自動抽出(そ の2)

区切 り子:ス ペース とカ ンマ、 ピリオ ド、数字、 アル フ ァベ ッ ト

切 り出 された単語:住 家半壊,階 建住宅,水 道管等

例1で は、被害棟数など、 『単語』 というよりは 『文節』 とも言 うべ き文字列 が膨大 に

切 り出されて しまい、キーワー ドと して利用す ることはで きない場合が多 い。 また、例2

は、数字 ・アルフ ァベ ッ トも区切 り子 とした場合の例であるが、 このようにす ると文字列

その ものの意味が不明確 な単語が膨 大 になって しまう。

以上の ように、当デ ータベース にっいては、非辞書参照モー ドに よるキ ーワー ド自動抽

出機能 はあま り実用的 ではないことがわか った。

そ こで次に、辞書に 〔地震,木 造,住 宅,台 所,天 ぷ ら油〕 などの単語 を登録

し、②辞書参照モー ドによる自動抽 出を行 ってみた。その結果 は以下 の通 りである。
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〔例3〕 辞書参照モー ドによるキーワー ド自動抽出

辞書登録 された単語:木 造,地 震,住 宅 台所 天ぷ ら油

抽出 されたキ ーワー ド:木 造,地 震,住 宅 台所 天ぷ ら油

当然のことなが ら、 このモ ー ドで は、辞書 に登録 されたキーワー ドのみが 自動抽 出され

る。さらに、③共用モー ドに よる自動抽 出を行 うと、次の ようになった。

〔例4〕 共用モ ー ドによるキーワー ド自動抽出

辞書登録 され た単語:木 造,地 震,住 宅,台 所,天 ぷ ら油

区切 り子:ス ペースとカ ンマ、 ピ リオ ド、数字、アルフ ァベ ッ ト

抽出 され たキー ワー ド:地 震,住 家半壊,木 造,住 宅,台 所

天ぷ ら油,水 道管等

例3と 例4を 比較 してみ ると、例4で は多様 な単語が抽出 されてはいるものの、そのま

までは意味が不 明確で検索 に使用で きない文字列(例:水 道管等)も 少な くない。

以上の ような結果 をうけて、当デ ータベースでは、3種 類のキー ワー ド自動抽出機能 の

うち②辞書参照モ ー ドを採用す ることとした。その主な理 由は以下の とお りで ある。

1)データ登録 をバ ッチ処理 で行 うため、共用モー ドで は随時 チ ェック ・修正 を行 うこと

が難 しい。

2)共用モー ドでは、辞書のメ ンテナ ンス によって不要 な文字列が辞書か ら削除 されて も、

再度同 じ文字列が抽出 されて しまい、同 じメ ンテナ ンス作業 を何度 も繰 り返 さなけれ

ばな らない。

3)共用モ ー ドでは、辞書 に登録 されていない単語 を非辞書参照 モー ドと同様 のmジ ック

によって抽 出す ることにな るが、 それに よって必要 な単語を適 切に抽出で きる可能性

は低い。む しろ、辞書メ ンテナ ンスをす る際 に自動抽 出に頼 って しまい、平仮名を含

む単語を見落 としが ちになった り、辞書 を充実 させ ようとす る意欲 ・意識が低下す る

などの弊害 の方が大 き くなる。

4)デ ータの不必要な増大 を防 ぐとともに検索効率を向上 させ るためには、辞書 に登録 さ

れ るキーワー ドで は不要な単語 をで きるだけ減 らす必要が ある。
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5)将 来的 にはフ リーキーワー ドにっいても シソー ラス化を検討す る方向で進 めたいと考

えてお り、そのためにもで きるだ けキーワー ドの内容を整理 してお きたい。

(3)自 動抽 出用辞書 の作成

本調査の開始時点 において、当デ ータベース には約5千 語のキーワー ドが登録 されてい

た。 自動抽出用辞書 の作成 に当たっては、 まず これ らのキー ワー ドの中か ら自動抽出 には

不要 と考 え られ るキー ワー ドを削除 し、残 りの約4千 語 を 自動抽出用辞書(辞 書名:F

X)に 登録 した。

次 いで、 この辞書FXを 用 いて、現在登録 されているデータのうち1千 件の事例の記事

フィール ドに対 して、辞書参照型 のキーワー ド自動抽出 を行 った。 そ して、 その 自動抽出

の対象外 とな った部分 に対 して、特 に自動抽出 に必要 と考え られ る単語 を抽出 し、辞書 に

新規登録 した。

一連の作業 の過程 における単語 の取捨選択の基準 は
、次の とお りであ る。

①基本的 に、単語 として意味が あ り、かっ現在 お よび将来的 に複数 の事例 に共通 して使

用 され る可能性 を持 つとい う点 を重視 した。

②複合語 に関 しては、可能なか ぎ り分割 した。 ただ し、次 のような場合 には分割 せずに

そのまま登録 した。

1)分割す ると一方が一文字 になって しまう場合(一 文字の単語が 自動抽 出用辞書 に登

録 され ると、本来不要 な部分 で ヒッ トして しまう可能性 が非常 に多 いため)

例)送 電線⇒ ×送電:線

2)分 割後の2語 が、複合語以外 の場合 も同時 に出現す る可能性が高 い もの(検 索時 に

2つ の単語の積 を とって も、 目的 とす る語 にヒッ トしない場合 が多 いため)

例)安 全装 置⇒×安全:装 置

③既存キー ワー ドには、著名な災害の名称 も登録 されて いるが、 フ リーキーワー ドと し

て自動的 に抽 出す る必要 はないので、 これ らは除 いた。

④国名や都市名 など、場所 フィール ドによって検索す ることの可能 な地名 は除 いた。 し

たが って、○○岬、○○沖 、○○川、○○断層 などの地名 は登録 した。

⑤そのほか の固有名詞 は、基本的 に抽出の対象 としない ことに した。 ただ し、次 の よう

な項 目は例外 と した。

。大学の名称 。公共公益会社(国 内のみ)。 高層 ビルなど著名施設 の名称
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5.2自 動抽出例

非辞書参照モー ドによる自動抽出例

>>[自 転 車]で 坂 を 下 っ て い た[高 校 生 】が 空 き 缶 に 【ハ ⊃ ト㍉ 日 を と ら れ 転 倒,[ト ラ ッ

ク】に ひ か れ る

>>【陣 痛 促 進 剤1の 投 与 を 受 け て い た 妊 婦 が 死 亡

>>Kaz蜘stan{ソ 連 初1の{ス へP－ ス シ ャ トlb]「[フ"ラ 司 」 【緊 急 脱 出 用 ア ラ ッ ト

ホ ー ム】の 切 り 離 し 失 敗,秒 読 み 停 止

>>ua[石 北 線 北 見 峠 付 近 】で 雪 の た め 【ダ'イ や 乱1れ る

>>国 道16号 線 で 【ワ ゴ'ン 車 】を 避 け よ う と し た 【オ ー トsY'イ 】が 転 倒,[ト ランク】に ひ か れ る

>>【東 北 道 】で[ト ラ〃 】が 【乗 用 車 】と 衝 突,[落 下 物 】を 避 け よ う と し た[つ ゴ'⊃ 車 横

転 】,計5{台 衝 突 】

>>JR【信 越 線 御 代 田 一横 川 間 】が雪 による倒木 で停電 し不通.特 急 な ど14[本 運

休 】
、 ・

>>【秋 田 発 羽 田 行IA阻880便B767【 機 操 縦 垂 下 】の[電 流 交 換 装 置 】か ら煙が

出 る 一

>>冬 型 の[気 圧 配 置 】で各地 に降雪.国 道 な どで 【通 行 止 】めV

>>天 ぷ ら油 に引火 し[木 造 店 舗 兼 住 宅 台 所 】か ら出火,2【 階 部 分 焼 】くV

>>深50㎞1宇 都 宮L水 戸,{小 名 浜 】1

>〉(田の1委 託 研 究1で 〔精 神]⊃ ト0一 川 のt人 体 実 験 】を 【精 神 病 患 者 】を対

象 に行 う

非辞書参照モードによる自動抽出例

>>[自 転 車]で[坂]を 下 って いた[高 校生]が[空 き缶]に[ハ ン ドル]を と られ[転 倒],[ト ラ

ック]に[ひ かれ]る

>>[陣 痛 促進剤]の[投 与]を 受 けていた[妊 婦]が 死亡

>>Kazakhstanソ 連 初 の[ス ペ ー ス シ ャ トル]「[プ ラ ン]」[緊 急 脱 出]用[プ ラ ッ トホ ー ム

]の[切 り]離 し[失 敗〕,秒読 み[停 止]

>>[JR][石 北 線]北 見峠付近 で雪 のため[ダ イヤ][乱 れ]る

>>[国 道 】16号 線 で[ワ ゴ ン車]を 避 け よ う と した 〔オ ー トバ イ]が[転 倒],[ト ラ ッ ク]に[ひ

かれ]る

>〉[東北道]で[ト ラック]が[乗 用車]と[衝 突],[落 下物]を 避 けよ うと した[ワ ゴン車][横

転L計5〔 台]衝 突

>>[JR][信 越 線]御 代田一横[川 】間が雪によ る[倒 木]で[停 電]し[不 通].[特 急]な ど14〔本

][運 休]

>>秋 田 発[羽 田]行[ANA]880便[B767]機[操 縦 室]下 の[電 流交換装置]か ら[煙]が 出る

>>冬 型 の[気 圧配置]で 各地 に降雪.[国 道]な どで 〔通行止め]V

>〉[天 ぷ ら油]に[引 火]し[木 造店舗兼住 宅][台 所]か ら[出 火],2階[部 分][焼 く]V

>>深50km宇 都 宮,[水][戸],小 名 浜1

>>[CIA]の 委 託[研 究]で[精 神 コン トロール]の[人 体実験]を[精 神病患者]を 対象 に行 う
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非辞書参照モードによる自動抽出例

>>岨 【山 手 線 大 塚 駅 構 内 】で男性が外 回 り電 車には ねられ る

>>【 私 立 湘 南 学 園 小 学 校 】で[イ ⊃ フlbエ ⊃ ザ'】に よ る集 団 か ぜ で[学 級 閉 鎖 】

>>【 ス ビ'oス 社 工 場 火 災 】

>>【選 挙 運 動 員 】の乗 った[乗 用車 】に 【火炎瓶 】が投げられる

>〉【ジ'や ム ー 州 】の 【ヒ ⊃ λ'一 教 寺 院 】へ[巡 礼 途 中 】の{長 距 離'V'ス 車 内 】に 仕

掛 け ら れ た 爆 弾 が 爆 発

>>深190㎞ 父 島II

>>深190㎞ 父 島1

>>{区 立 開 進 第 】1[小 学 校 】で 【⇔7kDヴ'】 による集団かぜ で 【学級閉鎖1

>〉【陸 上 自 衛 隊 立 川 駐 屯 地1で 【偵 察 ヘリコア ター】が 【訓 練 中 着 陸 】に失

敗.[尾 翼 部 分 】を切断

>>JR【 東 北 線 浦 和 一大 宮 駅 間 】の 【レーIb】に ひび.{普 通 電 車]2【 本 運休L上 下4

0本 に遅 れ

>>[単 純Mbや ス ウ イlbス 】の 感 染 に よ る[新 生 児 へIbへPス 急 増 】,10年 間 で265例

〉>【昨 年 実 験 】の た め 購 入 し た[塩 化 水 素 ボ'⊃ 〔'1か ら 〔が ス 漏1れ,白 煙

>〉高 さ600π の 【ヲ し ピ"塔 】が{建 設 中 突 然 崩 壊 】

>>猛 烈 な 【低 気 圧 】のため 【数 十 年 】ぶ りの 激 しい暴風(ロ22557}

非辞書参照モー ドによる自動抽出例

>>[JR][山 手 線]大 塚[駅 構内]で[男 性]が 外 回 り[電 車]に[は ね られ]る

>>[私 立]湘 南学園[小 学校]で[イ ンフルエンザ]に よ る[集 団かぜ]で[学 級 閉鎖]

>>ス ピ ロス社[工 場]火 災

>>[選 挙][運 動員]の 乗 った[乗 用車]に[火 炎瓶]が 投 げられる

>>ジ ャ ム一州 の ヒンズー教[寺 院]へ[巡 礼]途 中の[長 距離パ ス][車 内]に[仕 掛 け]ら れた

〔爆弾]が[爆 発]

>>深190km父 島ll

>>深190k頂 父 島1

>>[区 立 】開進第1[小 学 校]で[イ ンフル エンザ]に よる[集 団かぜ]で[学 級 閉鎖]

>>[陸 上 自衛隊]立[川][駐 屯 地]で[偵 察 ヘ リコプター]が[訓 練中][着 陸]に[失 敗] .[尾 翼

][部 分]を[切 断]

>>[JR][東 北 線]浦 和一大宮[駅]間 の[レ ール]に[ひ び].[普 通 電車]2[本][運 休] ,上 下40
本 に[遅 れ]

>>[単 純 ヘルペスウイルス]の[感 染]に よる[新 生児 ヘルペス][急 増] ,10年 間 で265例

>>昨 年[実 験]の ため[購 入]し た[塩 化水素 ボ ンベ]か ら[ガ ス漏 れ]
,[白 煙]

>>高 さ600ロの[テ レビ塔]が[建 設中][突 然][崩 壊]

>>猛 烈 な〔低気圧]の ため数十年ぷ りの激 しい暴[風](・22557)
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非辞書参照モー ドによる自動抽出例

>>{新 潟 西 港 】で[修 理 中1の[水 産 庁 調 査 船 】「み ず ほ 丸 」 全 焼

>>【ヘ リ]Tタ ー】で の 【乗 組 員 交 代1が 不 能 な 天 候 の た め 【補 給 船 】を 出 し た が{接

舷 時 】に{船 員 被 災 】

>>【治 山 用 鋼 製 枠 】の 【取 付 掘 削 場 所 】で 【火 山 性 爆 発}が 生 じ[作 業 中 】の

男 性 が 土 砂 に 首 ま で 埋 ま る

>>【 信 濃 川 水 力 発 電 水 路 】ず い 【道 コ ラ ク リ ー ト作 業 中 大 落 盤]が 生 じ47名

が 埋 没,3【 名 救 出 後 死 亡1

>〉[工 場 専 用 線1で[機 関 車1が[フ'し 一 キ コ ッ ク】を 閉 め た ま ま 発 車 し た た め 暴 走 し

{列 車 脱 線 転 覆1

>〉[玩 具 ゴ'ム 銃 】「【シ ュ し ッ ト が ⊃】」 か ら[銃 弾 発 射L【 マ ⊃ シ ョ ⊃】の[窓 が ラ ス

貫 通 】.悪 質 な{イ タ ズ'ラ 】?

>>【浜 岡 原 子 力 発 電 所]2号 機 で 【復 水 昇 圧 ηρ ⊃ ア 】が 【絶 縁 不 良 】に よ り 故

障

>>[北 アlbフ6ス 前 穂 高 岳 近 】く の[吊 尾 根1で 【雪 崩 発 生]t【 縦 走 中]の[tP－

テ ィ】が 巻 き 込 ま れ る

〉〉【玩 具 ゴ'b銃 】「【lal■yトnNbl」 か ら[銃 弾 発 射],【?tLEm)1の{窓 か'7ス貫 通 】.悪質 な 【イ5UK'ラ1?

>>[コ ⊃ ヒρ ユ ー タ ー ネ ッ トつ 一 ク】「【イ ⊃ タ ー ネ ッ ト】」 を 通 じ[ス タ ⊃ フ ォ ー ト"研 究

所 】な ど に[電 子 ウ イ ル 刈 が 侵 入V

>>【 トラn】 の 荷 崩 れ で{ラ イ タ ー】か ら 【かツ漏1れ 引 火,炎 上.【 電 話 線 】に 燃 え 移 り 【電 話

不 通 】

非辞書参照モードによる自動抽出例

>>〔新 潟]西[港]で[修 理中]の[水 産庁][調 査 船]「 みずほ丸 」[全 焼]

>>[ヘ リ コプター]で の[乗 組員]交 代 が[不 能]な 天候のため[補 給船]を 出 したが[接 舷]時

に〔船員][被 災]

>>[治 山用鋼製枠]の 取付[掘 削]場 所で[火 山性爆発]が 生 じ[作 業中]の[男 性]が[土 砂]に

[首]ま で埋 まる

>>[信 濃 川][水 力 発電][水 路][ず い道][コ ン ク リー ト][作 業 中]大[落 盤]が 生 じ47名 が[

埋 没],3名[救 出]後 死亡

>>[工 場 専用線]で[機 関車]が[ブ レーキコック]を 閉めた まま発車 したため[暴 走]し[列

車][脱 線][転 覆 】

>>[玩 具][ゴ ム銃]「[シ ュ レッ トガ ン]」 か ら[銃 弾][発 射],[マ ン ション]の[窓 ガ ラス][

貫 通].悪 質 な[イ タズラ]?

>>浜 岡[原 子力発電所]2号 機 で[復 水昇圧 ポ ンプ]が[絶 縁不良]に より[故 障]

>>[北 ア ルプ ス][前 穂 高岳]近 くの[吊 尾根]で[雪 崩][発 生],[縦 走 中]の[パ ーテ ィ]が[巻

き込 まれ]る

>>[玩 具][ゴ ム銃]「[シ ュレッ トガン]」 か ら[銃 弾][発 射],[マ ン ション]の[窓 ガ ラス][

貫 通].悪 質 な[イ タズラ]?

>>[コ ン ピュー ター][ネ ッ トワーク]「[イ ンターネ ッ ト]」 を通 じスタ ン[フ ォー ド][研

究 所]な どに[電 子 ウイルス]が[侵 入]V

>>[ト ラ ック]の[荷 崩れ]で[ラ イター]か ら[ガ ス漏れ][引 火],[炎 上].[電 話 線]に 燃 え移

り[電 話不通]

一34一



橿

霧

ち

釦かけ㌫紙る煎れ逃㌶切㌶うこ朔も射んうり硝山㌻抹れし㎜
い
浴

喝
ん
ら
ど

夢

為

し

し

ず

ね

り

れ

い

か

き

び

ま

ま

ま

ま

ま

も

よ

よ

よ

き

く

く

げ

そ

頭
こ

う

た

や

き

き

く

く

く

こ

ど

ま

く

ち

も

も

か

ぐ

け

し

う

り

りははははははばひひひひひひひひひひひびふふふふふふほぼぼぼまままままみみめももももややややゆゆゆ例

蹴

⑳
濃

霧け

驚
尿

遷し
す
瓢
暗

黙
砧
ば
り

曇

翼

翼㌦
ぷ
窪

議
ぷ

登

さ
さ
さ
さ
さ
ざ
し
し
し
し
し
し
し
じ

す
す
す
す
す
ず
ず

ず
せ
せ
せ
そ
そ
た
た
た
た
た
だ
ち
つ
つ
つ
つ
つ

て
て
て
と
と
と
と
と
なの書辞用出拍動自大ン邪子コ玉

れ
め

㌶

義

ち
…
石
ん
さ
げ

誤
り

鰍

墾
バ
馳

曇
れ

㍊
し

㍑

こ

荒
焼
蒸

竃

舞

鶴

ぽ

ぽ
"

㍑

茶

舗
欲

誌
靴
靴
湖

欝
鮒

㌶

纏

縫

㌶

㌶

款

譲

注
げ
げ

㍑

ぽ

黙

,
`
,

けんか

けん引

こたっ

こんろ

ごま葉枯

ごみ

ごみ屑

ごみ焼き

ごみ袋

ごみ箱

さくら

さくら3a

なべ

ぬいぐるみ

ねこ

ね じ

のこぎり

のぞき

のど

のり面

はきけ

はく脱

はさまれ

はさみ

ゆり2b

ゆ り2号a

ゆ り2号b

よ ごし

よごれ

ろうそく

ろ過

ろ布

わい河

わ き見

わ く星

アーク

一35一



自動抽出用辞書の登録単語例
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自動抽出用辞書の登録単語例

ア ー ク ヒル ズ

ア ー ケー ド

ア ー ス

ア ー ス コ ー ド

ア ー ス ダ ム

ア ー ス ドリル
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ア イ ド リン グ

ア イ ドル

ア イ ル ラ ン ド海

ア イ ロ ン

ア ウ タ ー マ ー カ ー

ア ウデ ィ

ア ウデ ィ100

ア ウデ ィ200

ア ウデ ィ5000

ア ウデ ィ80

ア ウデ ィ90

ア ウ トパ ー ン

ア エ ロ ゾ ル

ア エ ロ フ ロ ー ト

ア エ ロペ ル ー

ア オ サ ギ

ア カ シ ア

ァ カ ハ ラ

ア カ ン ッ ァ メー パ ー

ア キ ュ ラ

ア キ ュ ラ イ ン テ グ ラ

ア ク ア ス ク ー ター

ア ク ア ラ ン グ

ア クセ サ リー

ア クセ ル

ァ ク セ ル ケ ー ブ ル

ア ク セ ル ペ ダ ル

ア ク チ ュ エ ー タ ー

ア ク リル

ア ク リル ア ル デ ヒ ド

ア ク リル プ ラ ス チ ッ ク

ア ク リル酸

ア ク リル 酸2一 エ チ ル ヘ キ シル

ア ク リ ロ ニ トリル

ア ク リロ ニ トリル モ ノ マ ー

ア ク ロパ ッ ト

ア ク ロ レ イ ン

ア グ ア リコ川

ア コー ド

ア サ リ

ア ザ ラ シ

ア シナ ガパ チ

ァ ジ ア風 邪

ア ジ ドチ ミジ ン

ア ジ化 ナ トリ ウ ム

ア ス カ

ア スパ ル テ ー ム

ア ス ピ リ ン

ア ス フ ァ ル ト

ア ス フ ラ ル

ア ス ベ ス ト

ア セ チル サ リケ ル酸
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ァ セ トァ ル デ ヒ ド
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ア ポ ロ

ア ポ ロ病
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ア マ チ ュ ア

ア マ ル ガ ム

ア ミオ キ シム

ア ミノ オ キ シム
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ア ミル ア ル コ ー ル
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ア ク リル 酸 エ ス テ ル

ア ク リル 酸 エ チ ル
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ア ク リル 酸 メ チ ル エ ス テ ル

ア ク リル 酸 モ ノ マ ー
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ア ク リ レー ト

ア ミン ヒー タ ー

ア メ リカ ンフ ッ トボ ー ル
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6.成 果 と今後 の課題

6.1成 果

本事業委託 では、災害情報データベースを一般に公開す るにあた って必要 とされたキー

ワー ド体系の整備 を実施 した。キ ーワー ド体系 は、①統制 キーワー ドと② フ リーキ ーワー

ドの2種 類 に大 きく区別 され、その それぞれ にっ いて以下 のような検索 システムがで きあ

が った。

(1)統 制キーワー ドの シソー ラス構築

従来のデ ータベースの蓄積 に際 して事故 ・災害 ごとに付与 してきたキーワー ドに対 して、

次のような観点か ら整理 を した。

①複合語 の整理

これ まで分割 して付与 されて きた複合語を接合 させ、 ひとつひとつの単語 と して登録

しなお した。 これ によって、検索 に際 して発生 す るノイズ(不 要デ ータ)を 最小限 にす

ることがで きるようにな った。

②同義語に よる整理

次のような関係 にある単語同士 は、同義語 と して関係づ けた。

イ)同 一 の意味で表記 方法の違 う単語

ロ)意 味的 にほぼ同 じだが実際のニ ュア ンスや使 われ方がやや異 なる単語

ハ)上 下関係 にあるが、通常 はその下位 ラ ンクの情報 まで把握で きない場合が非常 に

多 く区別が っかな い単語

③上位語 ・下位語 による整理

『包括関係 』にある単語同士 は、上位語 ・下位語 と して整理 した。同 じように上位語

・下位語 と して整理す ることも可能で ある 『部分 一全体関係 』の単語 同士 は
、混乱 を避

けるため、部分 を表す単語 をひとつの上位語 でまとめ、それと全体を表 す単語を関連語

で関係づけた。

④関連語 による整理

同義語、上位 ・下位語の関係 にはないが、意味的 に何 らかのっなが りがある単語 同士
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は、関連語 として整理 した。上述の部分 一全体関係の語の ほか、原料 と産物、原因 と結

果、施設 ・機器 とその利用者 などを関連語 とした。

(2)フ リーキーワー ド自動 切 り出 し用辞書 の構築

利用者の多種多様 なニーズ に応 じるため、一般 に意味 をなす単語 をほぼ無制限 に抽 出す

るフ リーキーワー ド制 も採用 した。 フ リーキーワー ドの付与 は基本 ソフ トの持 つ辞書 参照

型 自動抽出機能 を用 いて行 うこととし、その 自動抽出用辞書を構築す るため1千 件のデー

タに対 して記事 フ ィール ドを対象 とした単語の抽出 を行 った。その結果、従来付与 されて

いたキーワー ドも含 めて、 およそ9千 語の単語が辞書 に登録 された。

6.2今 後の課題

昨年度 および今年度 の2ヵ 年 にわたる当事業委託の成果 を受 けて、当デ・一・一夕ベース はこ

れ までのプ ロ トシステムか ら新 しい実用 システムへの移行 をほぼ完了 した。平成2年4月

に一般 への公開 を開始 す る予定 であ る。 しか し、今後 ます ます利用者 のニーズ に応 え、

データベースの活用 を図 ってい くためには、 さらに次のような課題が ある。

(1)読 み仮名の入力

当データベースが採用 している基本 システムの機 能のひとつと して、辞書 に登録 されて

いる単語には語の 『読み』を持 てるという機能があ る。今回のキーワー ドシソー ラスの構

築 によって2っ の辞書(統 制キ ーワー ド辞書 とフ リーキー ワー ド自動抽出用辞書)が 作成

されたが、現段階で はこれ らの辞書 に登録 されてい る単語 は 『読み』を持 っていない。

この こと自体 は、キー ワー ドシソーラスや自動抽 出の上 で大 きな問題 となるわけではな

い。 しか し、 『読 み』が登録 されていると、単語の リス ト化 などの際 にJISコ ー ド順で

はな く 『読み方 』に よる五十音順 に リス トを作成す ることが可能 とな り、利用者 にとって

よ り使 いやす いものとなることは間違いない。

この ため、利用者への よ り一層の便宜 をはか るためにも、今回構築 された辞書の単語に

対 して 『読み』を入力す る必要が ある。
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(2)残 りの3万9千 件 に対す る自動抽 出

今回、 フ リーキーワー ドの 自動抽出用辞書 の作成 にあたって は、1千 件 のデ ータに対 し

て実施 し、 そこか ら抽出 された単語 を辞書登録 して い く作業 を行 った。 しか し、当データ

ベースに登録 されてい るデータ件数 は4万 件 を越 えている。今回の作業 によって、比較的

多 く使用 され る単語 は辞書 に登録す ることがで きたものの、利用者のニ ーズ に応えるため

には今後 さらに自動抽出用辞書の充実が求 め られ る。

したが って、今後に残 され た課題 の ひとっ として は、残 りの3万9千 余件 のデータに対

して 自動抽出に必要な単語 を抽出 し、辞書登録 することがあげ られ る。

(3)文 献表題,文 献名 に対す るキーワー ドの 自動抽出

今回の フ リーキーワー ド自動抽 出は、デ ータの中の記事 フ ィール ドを対象 と して行 った。

しか し、事故 ・災害のその後の経緯(た とえば、裁判 の結果、原因調査、対策、社会的 ・

経済的影響)な どは、徐 々に追加 されて い く文献 によって情報が得 られてい くものが数多

くある。

事故 ・災害のデータをその発生 か ら追跡的 に収集 ・整理 しているという当データベース

の特徴を最大限 に活用す るためには、キーワー ド抽出は記事のみで はな く、文献の内容 を表

す文献表題,文 献名 に対 しても行 うことが不可欠で ある。

(4)既 往事例の登録

これ までも当デ ータベースでは、毎 日発生 してい る事故 ・災害の ほか、折 にふれて過去

の重要な事故 ・災害事例の登録を進 めて きた。昨年の当事業委託 によって実施 した既往主

要事例の登録 も、その一環 である。

しか し、 これまでに発生 してきた事故 ・災害 は数多 く、防災 ・安全 の専門家 の手元には

なお多 くの資料が山積 してい る。 それ らの資料 は、各専門家 の目で厳 選 されて きたもので

あ り、今後の事故 ・災害 の防止には欠 かす ことので きないものである。 しか も、古 い災害

であれば あるほど一般 には風化 してい くことを考え ると、早急 にデ ータベースに登録 して

一般利用者の目に触れ るように して いか なければな らない。

この ように、既往の事故 ・災害事例 に関す るデ ータの登録 は、 その重要度を鑑 みなが ら

もさらに進 めていか なければ な らない重要 な課題であ る。
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(5)各 種支援デ ータベースの構築

当データベースの構築を進めてきた結果、事故 ・災害事例 に関す るさまざまな周辺情報

も徐 々に蓄積 され るようにな ってきた。 これ らの周辺情報 に関 して も、今後 はデータベー

ス化 を進め、現在 のデ ータベースと関連づ けて大いに活用 され ることが望 まれ る。

今後、構築 す ることが望 ましいデータベースと しては、たとえば次 のよ うなものがあげ

られ る。

①VTRデ ータベース

事故 ・災害情報 に は、当デ ータベースが現在 利用 して いる文献情報 の ほか、 テ レビ

ニュース などの映像情報 もある。従来、 この映像情報 に関 しては、当データベースの構

築 に努力 して きた一部 の関係者が個人的 に収集 を進めてお り、現在で もすでにビデオ ・

テープ800本 余 りの映像が蓄積 されて いる。

この貴重 な資料 を活用す るために、 これ らの映像情報 に関 してもデ ークベースを構築

し、当デ ータベース との リンクを図 るとともに、一般への公開 も進 めるべ きであると思

われ る。

②事故 ・災害情報源データベース

現在 、当デ ータベースに入力す るデ ータは、毎 日の新聞の ほか、定期 ・不定期 を問わ

ず発行 され てい る雑誌 ・書籍類 など、多種多様 にわた って いる。 これ らは、単 に事故 ・

災害事例 のみではな く、広 く安全 ・防災 に関す る情報を得 ることができるという点 で、

重要 な情報源 であ ると考え ることができる。 また、こうした資料の中には、一般 にはな

か なか入手 しに くく、 その存在 さえ知 られていないもの もある。

さ らに、 これまでの当データベースへ の問 い合 わせ状況 などを見 ると、当デ ータベー

スの利用者 にとっては、 ある文献 に関 す る当データベースの処理状況(た とえば、定期

刊行物 に関 して何巻何号以降が登録 されているか)な どの情報 も、検索 の際の貴重 な判

断基準 になる例 が ある。

その ため、 これ らの情報源 に関す るデータを系統的 に整理 し、 その内容 や所在、入手

方法、 および当災害情報データベースでの処理状況などについて検索で きるようなデー

タベースを構築す ることも有用 な ことで ある。
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